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２

防
衛
大
臣
は
、
合
衆
国
軍
隊
等
か
ら
、
前
項
の
地
域
に
お
い
て
講
ず
べ
き
応
急
の
措
置
に
必
要
な
役
務
の
提
供

に
係
る
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
国
際
平
和
協
力
業
務
又
は
当
該
輸
送
の
実
施
に
支
障
を
生
じ
な
い
限
度

に
お
い
て
、
当
該
自
衛
隊
の
部
隊
等
に
、
当
該
合
衆
国
軍
隊
等
に
対
す
る
役
務
の
提
供
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
自
衛
隊
に
属
す
る
物
品
の
提
供
及
び
自
衛
隊
の
部
隊
等
に
よ
る
役
務
の
提
供
と
し
て
行

う
業
務
は
、
補
給
、
輸
送
、
修
理
若
し
く
は
整
備
、
医
療
、
通
信
、
空
港
若
し
く
は
港
湾
に
関
す
る
業
務
、
基
地

に
関
す
る
業
務
、
宿
泊
、
保
管
又
は
施
設
の
利
用
（
こ
れ
ら
の
業
務
に
そ
れ
ぞ
れ
附
帯
す
る
業
務
を
含
む
。）と
す

る
。

４

第
一
項
に
規
定
す
る
物
品
の
提
供
に
は
、
武
器
の
提
供
は
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

第
二
十
五
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
」
の
下
に
「
、
国
際

連
携
平
和
安
全
活
動
」
を
加
え
、
第
四
章
中
同
条
を
第
三
十
条
と
す
る
。

第
二
十
四
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
防
衛
す
る
」
を
「
防
護
す
る
」
に
改
め
、同
条
第
二
項
中「
防

衛
す
る
」
を
「
防
護
す
る
」
に
、「
第
二
十
二
条
」
を
「
第
二
十
三
条
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
防
衛
す
る
」
を

「
防
護
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
第
七
項
」
を
「
第
八
項
」
に
改
め
、「
、
第
三
項
」
の
下
に「
、
第
七
項
」

を
加
え
、「
及
び
第
三
項
」
を
「
の
規
定
及
び
こ
の
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
項
（
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
に
、「
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
「
及
び
第
二
項
の
規
定
並
び
に
こ
の
項
に
お
い
て
準

用
す
る
第
三
項
（
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
に
、「
準
用
す
る
。」を
「
、
そ
れ

ぞ
れ
準
用
す
る
。」に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
中
第
八
項
を
第
九
項
と
し
、第
七
項
を
第
八
項
と
し
、

第
六
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

第
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
先
国
に
お
い
て
国
際
平
和
協
力
業
務
に
従
事
す
る
自
衛
官
は
、
そ
の
宿
営

す
る
宿
営
地
（
宿
営
の
た
め
に
使
用
す
る
区
域
で
あ
っ
て
、
囲
障
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
他
と
区
別
さ
れ
る

も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）で
あ
っ
て
当
該
国
際
平
和
協
力
業
務
に
係
る
国
際
連
合
平
和
維
持

活
動
、
国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
又
は
人
道
的
な
国
際
救
援
活
動
に
従
事
す
る
外
国
の
軍
隊
の
部
隊
の
要
員
が
共

に
宿
営
す
る
も
の
に
対
す
る
攻
撃
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
宿
営
地
に
所
在
す
る
者
の
生
命
又
は
身
体
を
防
護
す

る
た
め
の
措
置
を
と
る
当
該
要
員
と
共
同
し
て
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
武
器
の
使
用
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
項
中
「
現
場
に
所
在
す
る
他

の
自
衛
隊
員
、
隊
員
若
し
く
は
そ
の
職
務
を
行
う
に
伴
い
自
己
の
管
理
の
下
に
入
っ
た
者
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の

宿
営
す
る
宿
営
地
（
第
七
項
に
規
定
す
る
宿
営
地
を
い
う
。次
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
所
在
す
る
者
」

と
、「
そ
の
事
態
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
項
に
規
定
す
る
外
国
の
軍
隊
の
部
隊
の
要
員
に
よ
る
措
置
の
状
況
を
も
踏

ま
え
、
そ
の
事
態
」
と
、
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
現
場
」
と
あ
る
の
は
「
宿
営
地
」
と
す
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
国
際
平
和
協
力
業
務
」
の
下
に「（
第
三
条
第
五
号
チ
に
掲
げ
る
業
務
及
び
こ
れ
に
類
す

る
も
の
と
し
て
同
号
ナ
の
政
令
で
定
め
る
業
務
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。

第
二
十
二
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
を
第
二
十
三
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
小
型
武
器
の

保
有
及
び
貸
与
）」を
付
す
る
。

第
二
十
一
条
を
第
二
十
二
条
と
す
る
。

第
二
十
条
第
一
項
中
「
第
三
条
第
三
号
ル
」
を
「
第
三
条
第
五
号
カ
」
に
、「
同
号
ヌ
か
ら
ヨ
ま
で
」
を
「
同
号
ワ

か
ら
ソ
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
一
条
と
し
、
第
十
九
条
を
第
二
十
条
と
し
、第
十
八
条
を
第
十
九
条
と
し
、

第
十
七
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
か
ん
が
み
」
を
「
鑑
み
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条
と
し
、
第
十
五
条
を
第
十
六
条
と

す
る
。

第
十
四
条
中
「
第
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
五
条
と
し
、
第
十
三
条
を

第
十
四
条
と
す
る
。

第
十
二
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
、
国
際
平
和
協
力
業
務
」
の
下
に「（
第
三
条
第
五
号
ラ
に

掲
げ
る
業
務
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
第
三
条
第
三
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
及
び
」
を

「
第
三
条
第
五
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
及
び
ホ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
並
び
に
」
に
、「
同
号
レ
」
を
「
同
号
ナ
」に
、

「
、
自
衛
隊
員
以
外
の
者
」
を
「
自
衛
隊
員
以
外
の
者
の
派
遣
を
要
請
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
同
号
チ
に
掲
げ
る
業

務
及
び
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
同
号
ナ
の
政
令
で
定
め
る
業
務
に
係
る
国
際
平
和
協
力
業
務
に
つ
い
て
は
自
衛

隊
員
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
第
十
六
条
」
を
「
第
十
七
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
三
条
と
し
、
同
条
の
前

に
見
出
し
と
し
て「（
関
係
行
政
機
関
の
職
員
の
協
力
隊
へ
の
派
遣
）」を
付
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
第
三
条
第
三
号
ト
か
ら
タ
ま
で
」
を
「
第
三
条
第
五
号
ニ
若
し
く
は
チ
か
ら
ネ
ま
で
」に
、

「
同
号
レ
」
を
「
同
号
ナ
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
三
章
中
第
二
十
四
条
を
第
二
十
五
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
武
器
の
使
用
）」を
付
し
、
同
条
の

次
に
次
の
一
条
及
び
一
節
を
加
え
る
。

第
二
十
六
条

前
条
第
三
項
（
同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
も

の
の
ほ
か
、
第
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
先
国
に
お
い
て
国
際
平
和
協
力
業
務
で
あ
っ
て
第
三
条
第
五
号

ト
に
掲
げ
る
も
の
又
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
同
号
ナ
の
政
令
で
定
め
る
も
の
に
従
事
す
る
自
衛
官
は
、
そ

の
業
務
を
行
う
に
際
し
、
自
己
若
し
く
は
他
人
の
生
命
、
身
体
若
し
く
は
財
産
を
防
護
し
、
又
は
そ
の
業
務
を
妨

害
す
る
行
為
を
排
除
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
事

態
に
応
じ
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
で
、
第
六
条
第
二
項
第
二
号
ホ

及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
実

施
計
画
に
定
め
る
装
備
で
あ
る
武
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
条
第
三
項（
同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、

第
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
先
国
に
お
い
て
国
際
平
和
協
力
業
務
で
あ
っ
て
第
三
条
第
五
号
ラ
に
掲
げ
る

も
の
に
従
事
す
る
自
衛
官
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
に
際
し
、
自
己
又
は
そ
の
保
護
し
よ
う
と
す
る
活
動
関
係
者
の

生
命
又
は
身
体
を
防
護
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の

事
態
に
応
じ
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
で
、
第
六
条
第
二
項
第
二
号
ホ

及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

実
施
計
画
に
定
め
る
装
備
で
あ
る
武
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
武
器
の
使
用
に
際
し
て
は
、
刑
法
第
三
十
六
条
又
は
第
三
十
七
条
の
規
定
に
該
当
す
る

場
合
を
除
い
て
は
、
人
に
危
害
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。

４

自
衛
隊
法
第
八
十
九
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
自
衛
官
が
武
器
を
使
用
す
る

場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
節

自
衛
官
の
国
際
連
合
へ
の
派
遣

（
自
衛
官
の
派
遣
）

第
二
十
七
条

防
衛
大
臣
は
、
国
際
連
合
の
要
請
に
応
じ
、
国
際
連
合
の
業
務
で
あ
っ
て
、
国
際
連
合
平
和
維
持
活

動
に
参
加
す
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
又
は
外
国
の
軍
隊
の
部
隊
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
業
務
の
統
括
に
関
す
る
も
の
に

従
事
さ
せ
る
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
の
同
意
を
得
て
、
自
衛
官
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
る
自
衛
官
が
従
事
す
る
こ
と
と
な
る
業
務
に
係
る
国
際
連

合
平
和
維
持
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
第
三
条
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
規
定
す
る
同
意
が
当
該
派
遣

の
期
間
を
通
じ
て
安
定
的
に
維
持
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
当
該
派
遣
を
中
断
す
る
事
情
が
生
ず
る
見
込
み

が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、
当
該
派
遣
に
つ
い
て
同
項
の
同
意
を
す
る
も
の
と
す
る
。

３

防
衛
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
自
衛
官
を
派
遣
す
る
場
合
に
は
、
当
該
自
衛
官
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
身
分
及
び
処
遇
）

第
二
十
八
条

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
自
衛
官
の
身
分
及
び
処
遇
に
つ
い
て
は
、
国
際
機
関
等
に

派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
三
条
か
ら
第
十
四

条
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
小
型
武
器
の
無
償
貸
付
け
）

第
二
十
九
条

防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
は
、
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
自
衛

官
の
活
動
の
用
に
供
す
る
た
め
、
国
際
連
合
か
ら
小
型
武
器
の
無
償
貸
付
け
を
求
め
る
旨
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合

に
お
い
て
、
当
該
活
動
の
円
滑
な
実
施
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
申
出
に
係
る
小
型
武
器
を
国
際

連
合
に
対
し
無
償
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
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